











　


　どんな研修だと自分事に捉えられるか・・・話し合いたいです。
　それから、グループホームは、事業所独自での取り組みもあり、情報を集めることも必要です。「早良ひまわりハウス」では、「宿泊の親子体験」ができ、不安であれば先ずは親子で体験できます。夜間や日中、通院の支援、料金等も事業所で違います。
　制度への不安、例えば
▽グループホームで夜や日中に職員が配置し辛いのは安全・安心にならない。何かあれば保護者が駆けつけるのであれば、親なき後はどうなるの？
▽最重度の子どもは、安心して預けられる、受け入れてくれるグループホームがほとんどない。
▽療育手帳Ｂは、医療費がとても心配。
▽後見制度は身上監護の面が心配。
▽やりがいのある仕事であるように職員の処遇を向上してほしい。
等々、本人が安全・安心で幸せに暮らせるように訴え続けていく必要があります。
　親なきあとのために、親が元気なうちに
何を準備していますか。準備しますか。
　「今は、大丈夫。将来は心配」から少し進めて、みんなで考えませんか。ひとりでは大変なこともみんなで考えると良い知恵が生まれるに違いないと思います。














知的障がいをもつ人の家族として生きることは、不幸なことではありません。むしろ、生命の尊さ・人として生きることなど深く考える良い機会が与えられる良い人生を生きることが出来ると言っても言い過ぎではありません。
　しかしながら、人の支援無くしては暮らしにくい人たちであるため、親が居なくなった時の目の前の我が子を想像することは、この身が引き裂かれるように辛く苦しいことです。
　現実には、老いていく親であり、親ではないきょうだいであっても、どんなにその人のそばに居て守ってやりたいと望んでも、有限の存在である私たちは、自然の摂理には逆らえません。
　安心して託せるところがあれば、知的障がいをもつ人の家族になれたことを幸せに感じ
て、今を生きることが出来ます。
　本人の安心して生活できるところがある事が、親の安心であり何も思い残すことなく逝
けるのです。　　　　（現在は、知的障がいのある人　と表現しています）
福岡市手をつなぐ育成会保護者会「終の棲家についての検討委員会」による
『保護者の望む終の棲家について』まとめ　　　（平成25年9月17日）から抜粋
（終の棲家の概念：親亡き後も本人が、生涯ひとりの人として尊厳もって安心して生活できるところ）
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写真展を開催しました！
「しあわせが　ここに」
　　～愛おしいひとたち～


































　福岡市障がい者週間記念の集い（12月3日）において、写真展を開催しました。
　全国各地から約100人もの方のご協力をいただきました。感謝申し上げます。
　昨年の津久井やまゆり園の事件を受けて、「だれもが尊い存在である」ことを伝えるために企画して、今年で2回目です。
　来場者の方から「こんなに沢山の素敵な写真を初めて見ました」「障がいのある人とどう接して良いのかわからなくて視線を合わせないようにしていたけど、生き生き過ごしているんですね」「継続して」等感想がありました。 
　 これから
色々な場所で展示します
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 福岡市手をつなぐ育成会保護者会
　



親なき後のために
　親あるうちに準備しておきたいこと
　「今は、楽しく過ごしている。将来は心配」
　　　　　今と将来の区切りは？　
　　　　　　　　　　　会長　下山　いわ子
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今と将来の区切りは







　

保　護　者　会　だ　よ　り

　


　親なき後の心配は、制度が充実してきた今もなお、解決できていません。
　当会会員の親なき後の心配は様々です。
　「ひとり親で70も超えたので、親なき後は明日かもしれない」「病気をしたので、切羽詰まっている」「きょうだいがみてくれると言っているので心配ない」「今は、事業所に楽しく通っているので心配していない。でも将来は心配でたまらない」等。
　　




もかかる。財産をだまし取られる事件がある」「本人がグループホームを嫌がる。一度失敗したら二度と行か

福岡市手をつなぐ
    育成会保護者会
TEL　713-1480
FAX　715-3561
e-mail
  hogsha@fiku.jp



将来必要ならば、具体的に何をしたら？




　割合で多いのは「今は大丈夫。でも、将来は心配（80、90代の保護者も）」という声です。
　一方、保護者の高齢化が進み、突然保護者が倒れたり、認知症になっていたりしている現状があります。
　「今」と「将来」の区切りをつけるのは難しいようです。



　そこで親なき後のための準備として「後見制度」「ショートステイ」「居宅サービス」を利用している。「お金を貯めている」方もいます。
　「後見制度の利用は面倒そうで、費用
▽保護者は涙ながらにグループホームに送り出したが、本人は「楽しいから帰省しない」と言っている。
▽きょうだいがみてくれると安心していたが、いざ保護者が入院したら、きょうだいの生活があり考えていたようにはいかなかった。きょうだいも、本人と年齢が近く、年をとり世話ができなくなった。
ショートステイは無理と思っていたが、契約して何度か利用していて良かった。



　将来制度の利用が必要で、今と将来の区切りを見つけることが難しいのであれば、準備（練習）として制度を利用することも必要ではないでしょうか。
　練習することへの不安には、支援者と率直な相談をしたり、特定相談事業所と計画的に進めたり、本人の情報を貯めることも必要です。
　制度について知ることも必要です。後見制度の研修は、「何度聞いても、理解できない。自分が何から始めたら良いかわからない」と感想があります。

　





　











　











なくなる」「他人が家に入るのは嫌。相性が合わないことがあると聞いた」「ぎりぎりまで一緒にいる。その後はなるようになるしかない」等という方も多いです。が、「将来は制度の利用が必要になる」ことは一致していました。
　制度を利用している保護者からは
▽後見人の提出書類は、裁判所から指示されたことをありのままに記入すれば良いので、やってみればそんなに面倒ではない。
▽保護者が後見人になったのは、第三者に引き継ぐ時のため。
▽ヘルパーさんと一緒に食事の支度や衣替えをして楽しそう。保護者が病気の時も助かった。
▽親にはグループホームは嫌と言っていたが、支援者にはグループホームに入りたいと相談していた。

































　

 将来に向けての準備は



image2.wmf

image3.wmf

image4.wmf

image5.wmf

image6.wmf

image7.jpeg




image8.jpeg
ik L el
& PO





image3.gif




image1.wmf

